
大中型まき網附属船灯船（80トン）への 
LED水中集魚灯導入による省エネルギー化実証試験 

 

 

省エネルギー技術導入効果実証試験事業（平成19～20年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：海興水産株式会社、日東製網株式会社、ヤマヤ産業株式会社 

実証海域：長崎県津島沖、五島西沖 

３ 開発技術の成果・普及 

（実証試験報告書URL) 

http://systemkyokai.or.jp/bunsho/jigyokatudo/miryokuaru/houkokusyo/19nen/hamanaka_gyokyou.pdf  

約30％の燃油削減効果 

操業条件等によりばらつきはあったものの、 

従来（ハロゲン灯利用時）とほぼ同等の漁獲量を確保。 

導入した 

LED水中集魚灯 

・燃油消費量（試験運転時） 

ハロゲン灯    年間燃油経費 3,850千円 
LED水中集魚灯  年間燃油経費 2,929千円 

燃油経費を年間で約90万円削減 

大中型まき網附属船（灯船）への 

省エネルギー効果・漁獲効果を実証 

従来のハロゲン水中灯（600ｗ×16灯、計9.6kW）を 

LED水中集魚灯（380ｗ×12灯、計4.56kW）へ換装して、 

導入後の燃油消費量、漁獲量を従来の操業と比較 

・漁獲量 

実証船①：ハロゲン灯 21.7ℓ/ｈ 
     LED灯   15.2ℓ/ｈ 

実証船②：ハロゲン灯 22.2ℓ/ｈ 
     LED灯   15.3ℓ/ｈ 

・経費（試算） 

※1日の集魚時間10時間、年間操業日数250日間、燃油単価70円/ℓとして試算 

LED水中集魚灯導入により 

・一部の大中型まき網漁船への搭載が進んでいる。 

LED水中集魚灯導入による、 


